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子どもの未来は横浜の未来
中学校給食の完全実施を！

カジノ（バクチ場）誘致に断固反対！

　大都市で中学校給食がないのは横浜市だけ！共働き世帯が多い横浜市で、
毎朝早くからのお弁当作りは家庭の大きな負担です。普及率わずか2％の冷たい
「ハマ弁」は廃止し、栄養バランスのとれた中学校給食の完全実施を目指します！

　カジノは賭博・ギャンブルです。海外の例をみても、治安や風紀が乱れ、子どもの
教育上も極めて悪い。「成長戦略の目玉」とも言われますが、逆に、地元商店街の
消費を吸い上げ、地場産業も衰退し、中毒症患者も急増します。横浜は横浜らしい
魅力で発展させていきましょう！

医療・介護・福祉の専門家として
①地域医療・在宅介護の充実 ③災害時救急体制の確立と避難所整備

②予防医療とこころの健康の推進 ④女性・高齢者・障がい者の活躍促進

　看護師として経験したのが、地域の高齢化に伴う「老老
介護」「認認介護」の厳しさ。妻の介護と家事で夫が倒れた
り、認知症の妻が夫の死に気がつかなかったり。私自身も
家族の在宅介護で心身ともに辛い思いをしました。こうした
現場の経験を活かし、地域医療・介護を推進していきます。

　脳疾患やがん、うつ病等の予防には、若い時からの
予防医療やメンタルヘルスが重要。子どもの肥満や
摂食障害、いじめ、不登校等には、子ども達の心と体の
ケアが必要不可欠です。青葉区が「健康長寿のまち」
として全国モデルとなるよう取り組みます。

　防災士としても、災害時の拠点病院の電源や水の確保、
要支援者（高齢者、障がい者、妊婦等）の避難所整備や
人材確保の重要性を痛感しました。日頃から、防災・減災に
係る行政や各種団体が、互いに「顔の見える関係」をつくり
上げ、「災害に強いまちづくり」を実現してまいります。

　出産後離職し再び働きたくても働けない女性、働く
きっかけさえない元気な高齢者や障がい者。地域には
貴重な人材が沢山います。私は一人の女性として、看護師
として、多様な生き方や働き方を認め、適正な処遇の下、
皆が活躍し続けられる社会の実現を目指します！

横浜市政にチャレンジ横浜市政にチャレンジ！

市政担当政策委員（横浜市・青葉区）
衆議院議員 江田けんじ秘書

田中ゆきは、民間企業に従事する中で、看護師を志す決意をし、仕事を辞め、苦学しながら看護師となり、医療や介護、福祉、
教育の現場で子どもから高齢者までが抱える様々な問題に直面しました。田中ゆきは、いつも市民の側に立ち、
その市民の代弁者となって、現場の生の声を市政に届け、「命とこころを守る市政」を実現して参ります！！
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医療・介護・福祉の専門家
P R O F I L E略歴 資格、社会活動など

青葉区育ち
青葉台小学校卒業  
桐蔭学園高等学校卒業  
慶應義塾大学商学部卒業  
日本航空株式会社（客室乗務員）  
看護師（病院、企業、保育園、介護）  
大学教員（医療保健系）  
桐蔭横浜大学保健室  
衆議院議員 江田けんじ秘書  

看護師、防災士 
心身健康科学修士
認知症ケア指導管理士初級 
福祉住環境コーディネーター2 級 
食生活指導士 2 級  
食品衛生責任者 
食農 3 級 
英検準 1 級  、児童英語講師  
Web クリエイター能力検定エキスパート

命とこころを守る市政を！
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